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論 文 内 容 の 要 旨 
 地域経済学は、政策志向の強い比較的新しい学問領域であり、いまだ体系的に確立しているとはいえない。本
論文は、地域経済と地域政策に関する理論研究と実証研究のフィードバック作業を基礎にして、制度的関係性的
視点を重視する新しい地域政治経済学を構想し、事例分析により実証的に展開し、地域経済学の新展開を拓くこ
とを課題としている。 
 本論文は3部8章構成をとる。「第1部地域政治経済学とは何か」は、本論文の理論編である。「第１章地域経
済学と地域政治経済学」は、主な地域経済学の方法論的検討を行い、本論文における地域政治経済学の方法論的
意義を明らかにする。本論文は、地域経済を、第1に、生活の場としての地域を基礎とし、地域社会・文化・政
治・環境といった非経済的価値と経済的価値が出会い結びつく、市場経済を超える側面をもつ、複合的な経済で
あり、第2に、企業と企業、企業と地域の諸組織諸制度、経済諸主体間の地域的協力関係を基礎に地域的競争優
位を生み出す独自の経済システムであるという視点から捉える。 
 「第2章地域政治経済学の理論」は、第1節で、地域政治経済学の立場から、地域と地域経済の素材的定義を
行う。第2節は、地域経済の体制的定義であり、資本主義の発展段階に即した地域経済と地域政策の発展傾向に
ついて、イギリスを典型国として論じる。第3節では、従来の社会科学における一般的法則的把握にとどまらず、
地域経済の自律性や多様性の問題を射程に収めようとする地域政治経済学の独自の方法論として、両者を媒介す
る、地域的政治経済システムという中間システム概念を提示する。第4節では、戦後日本の国土計画をとりあげ
て、地域政治経済学の立場から総括と展望を行う。「第3章地域経済の国際比較の視点」は、地域や地域経済をど
う見るかという地域の哲学が、地域経済のあり方や国土構造の差異となって現れることを論じ、比較分析の一視
点とする。 
 「第2部地域経済と地域政策のモデル」は、地域経済の発展をめざす代表的な二つの政策モデルをとりあげ、
実証的分析を行っている。「第4章成長極モデルの決算」は、堺・泉北コンビナート開発を事例とする、通説的有
力モデルの総括作業を行う実証的研究である。地域経済に関わる諸利害の構図、諸企業の戦略的行動、国家の政
策動向などとの関連や地域経済開発の論理に注目しつつ、他の地域との比較分析をも行って、地域開発の過程と
効果について、地域内産業連関的発展を中心的論点にすえて、定性的定量的分析を行っている｡第1章で論じてい
るように、ポーターの産業クラスター論は内発型成長論として内発的発展論との親和性をもつが、現実の地域経
済政策として行われている産業クラスター政策は、成長極モデルの域を出ていないので、本章は産業クラスター
政策の分析にもつながる研究と位置づけている。「第5章内発的発展モデルの展望」は、金沢経済の発展を自律型
工業都市の発展として歴史的計量的に実証分析し、地域内産業連関的発展や独自の地域経済組織の重要性を指摘
して、地方都市の内発的発展モデルを定式化している。 
 「第3部新しい地域政策モデル」は、先進国経済のポスト工業化段階のもとで、内発的発展を基調としつつも、
― 369 ― 
新たな地域政策モデルの展開が課題になっていることを内外の先進事例を通して明らかにする。「第6章大都市圏
臨海部の環境再生」は、遊休地化する大阪・東京両湾岸地域の環境再生を基礎とする都市再生政策について論じ
る。「第7章環境・交通・産業の政策統合」は米国南カリフォルニアの自動車排ガス規制の役割、「第8章生活の
質と知識経済」は米国ポートランドの都市計画の役割に焦点をあて、それぞれ、諸利害の構造と地域のパートナ
ーシップを基礎とする政策統合の展開や知識労働市場の形成を媒介とする生活の場の再生による知識経済の形成
について実証的研究を行っている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 グローバル化という国民経済の枠組みをこえた経済活動とともに、改めて「地域」が新しい経済単位として
重要なキイ・ワードとなっている。しかし、地域経済学は研究の歴史も新しく、まだ十分に体系化がはかられ
ているとはいえない。本論文は地域経済や地域政策に関する理論のフォローと、具体地域の緻密な実証研究を
相互に重ね合わせて総括し、オリジナルな「地域の政治経済学」の構築・体系化を目指した極めて意欲的な労
作である。 
 本論文の第一の意義は、まず第１部理論編で、新古典派経済学や経済地理学を始め広範囲の国内外の地域経
済をめぐる諸理論・方法論の批判的検討、さらに地域経済の不均等発展の是正を目指す「福祉国家の地域政策
（＝４類型の成長極政策）」、今日これと対置される内発的発展論や「産業地区」再生論、産業クラスター論（ポ
ーター）といった新たな地域政策理論の検証等、極めて広範囲に目配りした研究史の総括をしたことである（１
章）。 
 本論文のより重要な意義は、第２部実証編にある。ここでは対極に位置する二つの典型的な地域経済の発展
モデルの極めて綿密な歴史的・実証的分析が展開される。一つは、後に拠点開発方式として定式化され、全国
的・国際的にモデルとされた地域開発の始動期と本格化期を代表する堺・泉北コンビナートの研究である（４
章）。ここでは開発政策論理の推移・変容・転換過程を、地域経済に関わる多様な主体・諸利害の構図（企業の
立地戦略、経済界・自治体の動向）、国家的政策動向などの関連性から詳細に跡づけ、その上で地域資源活用度
視点の導入や、地域内産業連関の有無を産業－企業－製造品目とその物流レベルまで分析し、一般に流布され
ていた通説的開発効果論を打破するとともに、さらには開発による経済効果評価の方法論を確立した。加えて
これは、今なお根強く信奉されている「成長極モデル」を批判的に総括する意義を持つ。もう一つは、地方中
核都市・金沢の地域経済の形成と構造を、戦前から戦後まで歴史的・定量的に実証分析し、都市の内発的発展
モデルを定式化したことである（５章）。ここでは金沢経済が、地場産業・中小企業を中心にして日本有数の自
律型工業都市として発展をとげ、それに地域固有の歴史・伝統と文化の蓄積とが調和した、独自な地域経済組
織の形成と「地域内産業連関的発展」を創りあげたことを、織物・織機等の産業展開史や個別企業史まで掘り
下げて析出している。 
 その点で、第１部理論編の結論として提示されていた、地域経済を、①非経済的価値と経済的価値とが結び
つく複合的な経済であり、②企業と企業、企業と地域の諸組織等との外部的関係、経済諸主体間の地域的ネッ
トワーク組織の形成を基礎に地域的競争優位をうみだす独自の政治経済システムとして捉えるという視点（１
章）、「地域」あるいは地域経済を、自然的・経済的・文化的複合体であり人間の共同的生活圏であるという基
本規定から素材的定義・体制的定義へと展開し、さらに地域経済の自律性と多様性を捉える中間システム概念
を提示する方法論（２章）等は、産業クラスター論等など欧米の諸理論モデルに先行して、すでに上記の実証
分析から帰納的に導出されていた点に重要な意義がある。 
 理論編３章に呼応する第３部では、大阪・東京湾岸域の環境再生政策、米国南カリフォルニア（自動車排ガ
ス規制の役割）、ポートランド（都市計画の役割）等の事例に焦点をあて、内発的発展論を基調としつつ生活の
場・地域の魅力の再生による知識経済の形成の実証分析を行い、ポスト工業化段階の新たな地域政策モデルの
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可能性を提起している。 
 政策科学としての地域経済学の体系化には、地域問題論の展開も課題となるが、本論文が地域経済とその発
展モデル分析をとおして、経済学へ重要な寄与をした功績は大きく、審査委員会は一致して、本論文を博士（商
学）の学位を授与するに値するものと判断した。 
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